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表 2 左上 
Keren による 4 段階の雑音強度 

Ljungvall による 4 段階の雑音

強度 
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表 2 表下 

Keren および Freeman と Levine

による分類は人医学領域，

Ettinge による分類は獣医学領

域のものである。 

（文献 46 をもとに作成） 

Freeman と Levine による分類は

人医学領域，Ljungvall と

Ettinger による分類は獣医学領

域のものである。 

（文献 48 をもとに作成） 
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左段（3） 

1 行目～2 行目 

心雑音の雑音強度は 6 段階で表

記するのが一般的で 

あるが， 

心雑音の雑音強度は 6 段階で表

記するのが一般的であるが，

Karen らは 6 段階分類の有用性

を疑問視している 46）。 

p.21 

左段（3） 

2 行目～4 行目 

前述の観察研究では Keren の報

告に従って「柔らかい」，「中

程度」，「大きい」，「触知可

能（触診でスリルあり）」とした

（表 2）46）。 

前述の観察研究では Ljungvall

の報告に従って「柔らかい」「中

程度」「大きい」「触知可能（触

診でスリルあり）」とした 

（表 2）48）。 
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左段②1 行目 
デキサメタゾン 0.1mg/kg  デキサメタゾン 0.01mg/kg  

 


